
Ⅱ．採用選考試験内容
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  １ 提出書類  

 

    豊かな経験や、教員としての意欲、使命感を把握し評価するため、自己アピール等申告

書や勤務先等からの推薦書・人物証明書などの提出を求めるとともに、多くの県市がクラ

ブ活動、ボランティア活動、各種検定試験等の成績、得意分野・重点履修分野等について、

志願書や自己アピール等の提出書類への記載を求めている。 

○ 自己アピール等申告書……………………………………… ５４県市 

○ 勤務先所属長の推薦書・人物証明書  …………………… １１県市 

（社会人等一部の受験者のみとしている場合も含む） 

○ クラブ活動・部活動 ………………………………………… ６３県市 

○ ボランティア活動 …………………………………………… ６１県市 

○ 各種検定試験等の成績 …………………………………… ５２県市 

○ 得意分野・重点履修分野  ………………………………… ４７県市 

○ 教育実習の実施状況 ……………………………………… １７県市 

  

  ２ 筆記試験等の実施状況  

  

 ○ 筆記試験の内容・実施状況 

    筆記試験のうち、 

・ 一般教養は、５３県市（すべて一次で実施） 

・ 教職教養は、６４県市（一次で６３県市が実施） 

・ 専門教科は、６７県市（一次で６４県市が実施） 

・ 作   文は、７県市（一次で２県市が実施） 

・ 小 論 文は、４１県市（一次で１１県市、二次で３２県市（一次との重複あり）が実施） 

でそれぞれ行われているほか、一部の県市では、論述試験、学習指導案作成などが行わ

れている。 

 ○ 筆記試験の評価方法 

    筆記試験について、「一定の水準に達しているかどうかの判断のみに用い、一定点数以

上であれば得点差を考慮していない」とするのは１９県市、「得点差を選考材料として考慮

している」とするのは５０県市である。 

 ○ 適性検査の実施状況 

    適性検査を実施しているのは、４９県市（二次で４４県市が実施）である。 

 ○ 小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容について 

    小学校教諭の筆記試験において、外国語活動が含まれている県市は４５県市である。 
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  ３ 実技試験の実施状況  

    実践的指導力等を見極めるため、実技試験は従来から各県市において各校種・教科等

で行われている。 

 ○ 小学校 

    小学校の受験者に対しては，５９県市（前年度５９県市）で何らかの実技試験が実施され

ており、水泳実技が４６県市（前年度５１県市）、水泳以外の体育実技が５１県市（前年度５

０県市）、音楽実技が４５県市（前年度４５県市）で実施されている。 

 ○ 中学校・高等学校 

    中学校及び高等学校の受験者に対しては、英語、保健体育、音楽、美術等を中心に、

中学校では全６７県市（前年度６５県市）、高等学校では５５県市（前年度５３県市）で何ら

かの実技試験が実施されている。 

    英語（英会話）の実技試験は、中学校で６５県市（前年度６３県市）、高等学校で５３県市

（前年度５０県市）が実施しており、一般英会話やリスニング、インタビューテスト等が行わ

れ、第１次試験と第２次試験の両方で実施する県市もある。 

    音楽の実技試験は、中学校で６５県市（前年度６３県市）、高等学校で３８県市（前年度 

４０県市）が実施し、主な内容はピアノ等の楽器演奏や伴奏しながらの歌唱となっている。 

    また、器具の操作を含めた実験観察等の理科の実技試験を実施している県市は、中学

校で１５県市（前年度１５県市）、高等学校で８県（前年度８県）である。 

 ○ 養護教諭 

    包帯法、人工呼吸、心肺蘇生法などの救急措置、保健指導や教育相談等の実技試験

が、３１県市（前年度３１県市）で行われている。 

 

  ４ 面接試験の実施状況  

    面接試験は従来から広く実施されており、平成２５年度においても、全６７県市（前年度６

６県市）において行われている。各県市とも、教員としてふさわしい資質や使命感、意欲、

適格性を評価するため、面接の回数、時間、方法、面接担当者の構成、面接内容等につ

いて、様々に工夫を凝らしている。 

    個人面接は全６７県市（前年度６６県市）、集団面接は５５県市（前年度５２県市）で行わ

れ、面接担当者は主に教育委員会事務局職員や現職の校長、教頭等であるが、加えて６

２県市（前年度６２県市）が民間企業の人事担当者、臨床心理士、保護者等の民間人等を

起用している。 

    面接内容は、自己ＰＲ（４３県市）、模擬授業（２８県市）、場面指導（２７県市）、教員とし

ての適格性を判断する質問（６６県市）、集団討論［テーマを指定したもの］（４３県市）が、

多くの県市で行われている。 
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  ５ 模擬授業・場面指導・指導案作成の実施状況  

    模擬授業（（例）面接官を児童生徒に見立てて授業や学級活動を数分間程度行わせる）や

場面指導（（例）生徒指導等の場面を設定し受験者に教員役として対応させる）等は、実践

的指導力を観察できる試験方法として、模擬授業は５５県市（前年度５５県市）、場面指導

は３７県市（前年度３５県市）、指導案作成は１６県市（前年度２１県市）で実施されている。 
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１　提出書類

ク
ラ
ブ
活
動

、
部
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

外
国
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住
・
海
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学

各
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検
定
試
験

教
育
実
習

介
護
等
体
験

得
意
分
野
・
重
点
履
修
分
野

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ 　

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自
己
ア
ピ
ー
ル

、

自
己
推
薦
・
評
価
・
申
告
書

健
康
診
断
書

教
員
免
許
状
の
写
し

又
は
取
得
見
込
証
明
書

勤
務
先
所
属
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

最
終
卒
業
学
校
長
の
推
薦
書

（
人
物
証
明
書
含
む

）

そ
の
他
　
※

提出書類に記載する
社会体験等の内容

最
終
卒
業
学
校

に
お
け
る
成
績
証
明
書

卒
業

（
見
込

）
証
明
書

県市名
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込
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48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 55 4 11 67 65 54 54 63 61 23 52 17 5 47

(34) (54) (4) (10) (66) (63) (51) (53) (62) (60) (23) (52) (17) (5) (44)

※その他

(注) 1　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

2　提出書類には、特別選考等受験者のみが提出を要するものも含む。

職歴・前歴に関する証明書、履歴書、欠格条項・国籍申告書、特別選考の受験資格を証明する資料（英語資格
証明書の写し、スポーツ・芸術の実績を証明する資料、青年海外協力隊等派遣活動の証明書、在職証明書、資
格証明書、身体障害者手帳の写し、博士号取得証明書等）等

合計

- 37 -- 37 -



２　筆記試験等の実施状況　（１)一般教養・教職教養　

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計小計栄教 特支 栄教中 高小 特支 養教
県市名

教職教養一般教養
中 高 養教
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1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

計小計栄教 特支 栄教中 高小 特支 養教
県市名

教職教養一般教養
中 高 養教

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○  ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 0 53 0 43 0 44 0 53 0 26 0 53 0 63 1 63 1 53 1 51 1 63 1 29 0 63 1

(51) (0) (51) (0) (41) (0) (41) (0) (51) (0) (20) (0) (51) (0) (62) (1) (62) (1) (53) (1) (50) (1) (62) (1) (24) (0) (63) (1)

※

(注)　

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

645344 5353

(24)

52 64 29 64

(63)

64 54

(51) (51) (41) (41)

2653 43

(51)

1　合計については、実施した県市の実数である。

(63)

石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（その他に計上）

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
 　教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

(20) (51) (64)(63) (54) (51)
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２（２）専門教科・作文

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小 養教 計
専門教科

高 特支
県市名

養教 栄教
作文

栄教中計小 中 高 特支
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1
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2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次
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次

2
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1
次

2
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1
次
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次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

小 養教 計
専門教科

高 特支
県市名

養教 栄教
作文

栄教中計小 中 高 特支

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○

63 5 64 6 54 8 51 7 63 5 29 3 64 9 2 5 2 5 1 4 1 4 2 5 0 2 2 5

(61) (5) (61) (6) (52) (8) (49) (7) (61) (5) (23) (3) (62) (9) (3) (4) (3) (4) (1) (4) (1) (4) (3) (4) (1) (2) (3) (4)

(注)　

2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

7 757

(7)(66)

767

(5)

5 2

(53)(56)(65)

5767
合計

(65)

3155 6767

(7)(3)(5) (7)(7)(25)(65)

1　合計については、実施した県市の実数である。

3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校
   教諭の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。
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２（３）小論文・その他
　　

※1

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

考慮しない 考慮する
1
次

2
次

3
次

1  北海道 　 　 ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○

12  千葉県 　 　 　 　 　 　 ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ※ ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○

19  山梨県 ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

34  広島県 　 ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○

44  大分県 ○ ○

45  宮崎県 ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筆記試験の得点差の
選考上の取扱い

 適性検査
※2小 中 高

県市名

その他
栄教 計

小論文
特支 養教
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※1

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

考慮しない 考慮する
1
次

2
次

3
次

養教
小論文
特支

その他
栄教 計

県市名

 適性検査
※2小 中 高

筆記試験の得点差の
選考上の取扱い

48  札幌市 　 　 ○ ○

49  仙台市 ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ 　 ○ ○

51  千葉市 　 　 　 　 　 　 ○ ○

52  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

53  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 　 　 　 　 ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○

61  堺市 ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ 　

64  広島市 　 ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 30 10 30 8 26 8 26 10 30 6 13 11 32 2 5 8 44 2
(12) (27) (11) (27) (10) (24) (9) (25) (11) (27) (4) (9) (12) (33) (4) (8) (7) (43) (2)

※

(注)　
2　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。
3  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。特別支援学校教諭
   の募集を他の校種と同一の採用枠内で行っている場合は、他の校種に含めている。

1　合計については、実施した県市の実数である。

内田クレペリン検査、ＹＧ性格検査、MMPI　等
※2 適性検査の内容

石川県は一般教養・教職教養・論文を統合し、総合教養として実施している。（その他に計上）

※1 その他の内容

総合読解（埼玉県）、総合教養（一般教養・教職教養・論文を統合）（石川県）、論述試験（三重県、熊本県）、学習指
導案（鳥取県、高知県）、特別支援教育専門（山口県 ※特支受験者のみ）

(43)

19 50

(21) (47)
(12)

4939 34 74134 1839

(37)

40

(37)(38)

合計

4  筆記試験の得点差の選考上の取扱い欄の「考慮しない」とは、筆記試験の成績の評価に当たり一定の水準に
　達しているかどうかの判断のみに用い一定点数以上であれば得点差を考慮していないことを表し、「考慮する」
　とは、得点差を選考材料として考慮していることを表す。

(48)(34) (13)(34)
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２（４）小学校教諭の筆記試験における外国語活動に関する内容 

1  北海道 ○ 23年度採用選考から

2  青森県 ○

3  岩手県 ○

4  宮城県 ○ 13年度採用選考から

5  秋田県 ○

6  山形県 ○ 　 23年度採用選考から

7  福島県 ○ 　 19年度採用選考から

8  茨城県 ○ 23年度採用選考から

9  栃木県 ○

10  群馬県 ○ 23年度採用選考から

11  埼玉県 ○ 21年度採用選考から

12  千葉県 ○ 21年度採用選考から

13  東京都 ○ 22年度採用選考から

14  神奈川県 ○ 22年度採用選考から

15  新潟県 ○ 21年度採用選考から

16  富山県 ○ 23年度採用選考から

17  石川県 ○ 23年度採用選考から

18  福井県 ○ 　 21年度採用選考から

19  山梨県 ○

20  長野県 ○

21  岐阜県 ○ 22年度採用選考から

22  静岡県 ○

23  愛知県 ○

24  三重県 ○ 13年度採用選考から

25  滋賀県 ○

26  京都府 ○ 21年度採用選考から

27  大阪府 ○

28  兵庫県 ○

29  奈良県 ○ 24年度採用選考から

30  和歌山県 ○ 22年度採用選考から

31  鳥取県 ○

32  島根県 ○ 23年度採用選考から

33  岡山県 ○ 22年度採用選考から

34  広島県 ○ 24年度採用選考から

35  山口県 ○ 24年度採用選考から

36  徳島県 ○ 24年度採用選考から

37  香川県 ○

38  愛媛県 ○ 23年度採用選考から

39  高知県 ○

40  福岡県 ○ 24年度採用選考から

41  佐賀県 ○ 18年度採用選考から

42  長崎県 ○

43  熊本県 ○ 22年度採用選考から

44  大分県 ○ 24年度採用選考から

45  宮崎県 ○

46  鹿児島県 ○ 22年度採用選考から

47  沖縄県 ○ 22年度採用選考から

小学校外国語活動に関する基礎知識

小学校教科教育法の一部

リスニング、英作文

英語表現の説明・語句の組み合わせ選択

総合問題の一部として英語を出題。

一般教養・教職専門試験において、英語を出題。今年度より、
小学校の教科専門試験において出題。

一斉放送による聞き取り検査

教職教養、専門教科に出題

教職教養の中で小学校選択問題として出題

学習指導要領の内容

日常英会話，学習指導要領

教職・一般教養試験において英語を出題。

放送による聞き取りテスト

クラスルーム・イングリッシュの理解

英語リスニングテスト

県市名 有 無 開始年度 内容

学習指導要領に関する設問

学習指導要領の内容

基本的な問題

第1次検査の専門検査の中で実施

学習指導要領の内容

専門教科の中で実施

学習指導要領

小学校専門試験の中に英語（リスニング）を出題

リスニングを含む筆記試験

小学校専門教科等の問題の中に英語の問題を追加

学習指導要領の内容から

英語の筆記試験

外国語活動の指導計画の作成、内容の取扱い

小学校の外国語活動の指導に必要な基礎的な英語運用能力

小学校専門試験の内容に出題

適文選択，適語補充
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県市名 有 無 開始年度 内容

48  札幌市 ○ 23年度採用選考から

49  仙台市 ○ 13年度採用選考から

50  さいたま市 ○ 22年度採用選考から

51  千葉市 ○ 21年度採用選考から

52  川崎市 ○ 22年度採用選考から

53  横浜市 ○ 22年度採用選考から

54  相模原市 ○ 22年度採用選考から

55  新潟市 ○ 21年度採用選考から

56  静岡市 ○

57  浜松市 ○

58  名古屋市 ○

59  京都市 ○ 21年度採用選考から

60  大阪市 ○

61  堺市 ○

62  神戸市 ○

63  岡山市 ○ 22年度採用選考から

64  広島市 ○ 24年度採用選考から

65  北九州市 ○ 24年度採用選考から

66  福岡市 ○ 22年度採用選考から

67  熊本市 ○ 25年度採用選考から

45 22

(41) (25)

(注)　下線は前年度から変更のあった県市を表す。また、（　）内の数字は、前年度の数値である。

一般教養試験に英語問題を含む

合計

教職教養、専門教科に出題

総合問題の一部として英語を出題。

小学校学習指導要領における外国語活動に関わる内容につ
いて

一般教養・教職専門試験において、英語を出題。今年度より、
小学校の教科専門試験において出題。

一般教養・教職専門試験において、英語を出題。今年度より、
小学校の教科専門試験において出題。

小学校専門試験（筆記）において実施

一般教養・教職専門試験において、英語を出題。今年度より、
小学校の教科専門試験において出題。

一般教養において英語を出題

学習指導要領の内容から

小学校専門試験において実施

適文選択，適語補充

外国語活動の指導計画の作成，内容の取扱い

英語ヒアリング検査
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